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【
お
礼
】 

岡
部
ハ
ツ
子 

様
（
東
椎
屋
）
ご
逝
去
に
伴
う
香
典
返
し
と
し
て
、 

喪
主 

岡
部 

勇
人 

様
よ
り 

地
区
公
民
館
に
志
を
頂
き
ま
し
た
。 

 

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

津
房
地
区
公
民
館
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小
野
芳
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撮影 

津房遺族会は年２回（１２月と３月）役員会を開催しています。毎回の課題は板場の八坂神社に 

隣接する共同墓地の管理（草刈りや墓石の掃除）についてです。 一昨年までは年３回清掃作業 

をしていましたが、会員の減少・高齢化(８０歳代が多い)に伴い、昨年より清掃班を２グループに

分け、５月と８月の２回に縮小し実施。１グループ 6～8 人は参加してくれるのですが、墓地面

積（約 15ａ）が広いため、思うように作業がはかどらないというのが現状です。 

「積極的に加勢してくださる会員外の方もいらっしゃるので、出来る範囲で頑張って続けていき

ましょう」、「業者に清掃委託するのはもう少し後にして、いけるところまでいきましょう」とい

う意見に全員賛同。亡くなられた方々に思いを巡らせ、黙とうをささげました。 

津房遺族会第１回役員会 開催  

１２月８日（火） ＜津房地区公民館＞

津房小学校４,５年生の皆さんがパンジーとビオラ

のプランターを届けてくれました。 

大事に育てます。 

♬この木なんの木 

 気になる木 (^^♪ 
 

さて私（銀杏の木）はどこに 

立っているでしょう？ 
 

ヒント…木の向こうの右側には 

津房小学校の体育館が、左側に

は旧体育館が見えます。 
 

余談ですが、扇形の葉がいっせい

に色づいて、木全体を黄一色に染

める私を見て「男らしい」とか 

「イケメン」とか言う人がいる 

とかいないとか・・・ 

戦
争
の
犠
牲
に
な
っ
た

多
く
の
方
が
眠
る
共
同

墓
地
。（
１
３
２
基
） 

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。 

元気印の高齢者学級・サロン“年中夢求” 
 
 

代表者の方は「どんなことをしたら参加者のみなさんが喜んでくれるだろうか」 

と日々考えているそうです。しっかりとコロナ対策を取りながら実施。ゲーム・ 

クイズ・歌・折り紙・小物づくり・マジック等々、バラエティーに富んでいます。 

「毎回、内容が違うので楽しみです」と皆さんの感想。「脳トレーニング」の後は 
ピンポン教室。 

毎週木曜日、 

公民館には楽しい 

笑い声が響いて 

います。 

松ぼっくりを「木」

に見立てて飾り付

けをしたクリスマ

スツリー 
＜11/26 年中夢求＞ 



  

 

 

 

 

    

  

 

  

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

 

 
 

 

 
  
 

 

 
  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

大
隈
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十
月
例
会 

十
月
三
十
一
日(

土) 
  

 
 

兼
題
（
秋
・
彼
岸
花
・
茸
） 

     

墓
に
行
く
だ
け
の
細
道
曼
珠
沙
華 
・
聖
枝 

 (

評)

曼
珠
沙
華(

彼
岸
花)

は
畦
道
や
土
手
な
ど

に
群
生
し
秋
彼
岸
の
頃
に
咲
く
。
死
人
花

と
か
捨
子
花
な
ど
不
吉
の
別
名
も
あ
る
が

花
は
鮮
や
か
な
朱
赤
色
で
輪
状
に
咲
き
美

し
い
。
月
命
日
か
彼
岸
の
墓
参
り
の
道
す

が
ら
、
群
れ
咲
く
曼
珠
沙
華
に
心
癒
さ
れ

故
人
を
偲
ん
で
い
る 

 

喧
嘩
し
て
泣
い
て
帰
る
子
秋
の
空
・
寂
蓮 

曼
珠
沙
華
赤
い
衣
の
蝶
に
似
て
・
洋
子 

茸
狩
り
の
秘
密
の
場
所
も
荒
れ
て
を
り
・ 

茂 

虫
の
音
に
く
つ
ろ
い
で
い
る
ひ
と
り
の
夜
・
一
圭 

秋
う
ら
ら
大
根
が
太
る
菜
が
太
る
・
草
生

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 

句 

俳 

≪ トピックス ≫  あらッ！不思議⁈ 
 

丸いサツマイモから、まるで角が生えた 

ように細長いサツマイモがくっついています。 

現在、公民館に展示中です。 
（ これは決して「ヤラセ」ではありません ）                    

公民館だより 

ＱＲコード 

 

 
 

 

 
 私は、バスや電車の中で、人に席を譲ったことがあ

りませんでした。なぜなら、自分が譲ったところで、

相手から感謝はされるかもしれないが、むしろ、その

場の自己満足だけのためにするような気がし、それに

何か気恥ずかしく、勇気がなかったせいもあります。 

 最近、研修で人権啓発のＤＶＤを観て、ある場面に

関心を持ちました。一人の若者がバスの優先シートに

座ってしまい、後から乗車してきた高齢者に席を譲る

かどうか葛藤した挙げ句、意を決して席を譲ります。

そして、それを見ていた周りの乗客達は、優しい気持

ちになり、また、日々の生活の中で知らぬ間に他人に

冷たい態度を取っていることに気づいて、心を動かさ

れる、という場面です。 

 ちょっとした勇気、ちょっとした行動が、相手だけ

でなく周りの人達さえも優しい気持ちにさせ、それぞ

れ自分を見つめ直すきっかけになることもあるのだと

いうことに、はずかしながら、私はこのＤＶＤを観る

まで気づいていなかったのです。 

 私は今、さまざまな人権問題に関心を持ち、問題解

決につながる糸口に気づくこと、この「気づき」こそ

が大切だと感じています。気づくことでできる、ちょ

っとだけ勇気のいる小さな優しさでも、心豊かに暮ら

せるまちづくりへの第一歩になるのだと思うのです。 

 これからは、周りを暖かい空気で包めるよう、席を

譲ることはもちろん、小さなことでもいい、何か自分

にできることはないか、日々意識して生活をおくりた

いと思っています。 

 
大分県人権啓発コラム「心ひらいて」より 

安心院中央公民館 社会教育指導員 大久保 和則 

 
おおくぼさんのやさしいお話 

 

今後の行事予定 

1月16日(土)～ 囲碁教室 （1/2 は休みます。） 

1月18日(月)～ 
油絵教室 
（12/7 より冬休みに入っています。

1/18 より開催予定です） 

2 月 16 日(火) 
津房地区見守りネットワーク会議 

9:30～＜津房地区公民館＞ 

2 月中旬 
公民館自主サークル新規申込み  

及び 更新の締め切り 

 

次
回
は
十
二
月
二
十
六
日
午
後
一
時 

公民館の開館日は 火・水・金曜日です。 お気軽にお立ち寄りください。 

 

経験したことのない一年でした。 

公民館ご利用の皆さまには大変

ご不便をおかけしております。 

コロナの早期収束を 

願うばかりです。 

来年もよろしく 

お願いいたします。 

「気づき」からの第一歩 
 

 

12 月 12 日(土) “フラワーうさ”さんのハウスにて開催の

「寄せ植えフラワーポットづくり教室」に参加しました。

お正月の準備が一つ出来ました。 

2020 年(令和２年)の世相を一字で表す「今年の漢字」は

「密」でした。 

ちなみに、2 位は「禍」3 位は「病」。 

皆さんの今年の漢字は？ 

ゆく年くる年 

12/13いただいた 

二ホンズイセン 

密 

講師は 

菅原会長さんと 

久野先生 


